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目的
　障害のある人が虐待あるいは不適切な対応を受けている実態を明らかにするために、親および支援者がら見た被害実態を

明らかにすることとした。

　特に、障害のある人が被害を受ける可能性のある事態や場面は、生活や人生の全般にわたっている。そのために本調査では、

生活場面やライフサイクルの７場面を設定し回答できるようにした。

　また、障害のある人の被害実態は密室で起こることが多く、被害を受けた障害のある子どもや本人自らが被害を訴えるこ

とが困難であることから、身近な親や支援者に気付きによる実態把握がまずは調査対象となるが、あわせて、被害を受けた

本人の親においても、二次的にラーンド・ヘルプネスレス（学びとった無力感）に陥ることが報告されており、親自身も被

害を訴えにくくなるのが障害者虐待の特徴である。このため本調査では、間接経験による実態把握（聞いたり見たりしたこ

とがある）についても同様な質問設定を行い、埋もれた被害実態を明らかにできるようにした。

　加えて、直接体験のよる被害実態および間接経験による被害実態に関する事例を自由記述により得て、事例に関して質的

分析を進めることとした。

方法　

■調査対象者
　全国７市町の親の会（手をつなぐ育成会）における全数調査とした。

　配布は、各育成会名簿による郵送法とし、配布数は計4466通であった。

　なお、手をつなぐ育成会全国大会およびＡ県セミナーにおいて計1630通を直接配布したが回収と分析は別に扱い資料とした。

■実施期間　　
　2009 年 10 月〜 2010 年１月までに各育成会ごとに配布と回数を行った。

■実施方法　　
　郵送配布および郵送返送による、無記名質問紙法により行った。

■有効回答数　
　本調査による有効回答数は 970 であった（回収率 22％）。

■質問項目　　
　質問項目の構成は以下であった

　１）回答者の属性

　２）実際経験および間接経験による虐待・不適切対応の全体実態

　３）実際経験による虐待・不適切対応の実態（実際に受けた話について）

　　　①就学前、学校 ( 小・中・高）、登下校中

　　　②施設や福祉サービスの利用の時・通園途中

　　　③企業や就労先、通勤途中　　　

　　　④家庭の中　

　　　⑤自由記述による事例回答　　　　　　　

　４）間接経験による虐待・不適切対応の実態（聞いたことがある話について）

　　　①間接経験による虐待・不適切対応の全体実態

　　　②就学前、学校 ( 小・中・高）、登下校中　　　

　　　③施設や福祉サービスの利用の時・通園途中

　　　④企業や就労先、通勤途中　　　　

　　　⑤家庭の中　　　　　　　　　　　

　　　⑥自由記述による事例回答
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